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喘息発作による手術中止から 1か月後の再手術で再び喘息発作を呈した
全身麻酔症例

岸 本 敏 幸1）　　中 西 康 典1）　　後 藤 隆 志1）

小 杉 謙 介1, 2）　　櫻 井 　 学1）

General anesthetic management of an asthmatic attack during a rescheduled 
surgery one month after cancellation of the fi rst surgery: A case report.

TOSHIYUKI KISHIMOTO1）, YASUNORI NAKANISHI1）, TAKASHI GOTO1）,
KENSUKE KOSUGI1, 2）, SATORU SAKURAI1）

気管支喘息は比較的罹患率の高い疾患であるが，周術期の発作は不可逆的脳損傷や死亡に至ることがある
ため，慎重な管理を要する疾患である．今回，われわれは喘息発作による手術中止から 1 か月後に行った手
術で，再度喘息発作を呈した 1 例を経験したので報告する．

患者は50歳，女性．身長141cm，体重58kg．下顎口腔前庭・口腔底狭小症に対して全身麻酔下に下顎口腔
前庭・口腔底拡張術，オトガイ孔移植術が予定された．既往歴に高血圧症，気管支喘息，中程度の知的障害，
骨髄異形成症，うつ病，貧血，胃潰瘍，腰椎すべり症，変形性膝関節症があった．また，患者には喫煙歴が
あり術前に禁煙指導を行ったが，禁煙アドヒアランス不良が疑われた．

1 回目の全身麻酔の喘息発作による中止から 1 か月待機をして臨んだ 2 回目の全身麻酔においても喘息発
作を生じた．気道過敏性の改善のため 1 か月間の待機期間を設けたが，緊急性の低い本症例では待機期間を
延長すべきであった．また，禁煙アドヒアランス不良が疑われる症例では，全身麻酔施行の決定をより慎重
に行うべきであった．

キーワード：気管支喘息，禁煙アドヒアランス，待機期間，周術期偶発症

Bronchial asthma is a common disease with possibility of fatal accidents and irreversible encephalopa-
thy if it occurs perioperatively. Careful management during the perioperative period for asthmatic patients 
is hence necessary. We report a case of an asthmatic attack during a rescheduled surgery.

A 50-year-old woman （weight 58kg, height 141cm） was scheduled to undergo alveoloplasty. She had 
a history of hypertension, asthma, mental retardation, myelodysplastic syndrome, depression, anemia, gas-
tric ulcer, lumbar spondylolisthesis, and knee osteoarthritis. Although she was advised cessation of smoking 
prior to surgery, she was suspected of smoking during the preoperative period.

An asthmatic attack occurred during general anesthesia performed for the rescheduled surgery one 
month after cancellation of the fi rst surgery, despite waiting one month for improvement of airway   hyper-
responsiveness. However, as this case was not an emergency, thus we should have postponed the operation 
for a longer interval. We believe that as the patient demonstrated poor adherence to smoking cessation, the 
operation had to be cancelled that day.
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【緒 言】

気管支喘息は比較的罹患率の高い疾患であり，本邦
における気管支喘息の総患者数は117万人にも及ぶと
される1）．気管支喘息の既往を有する患者が全身麻酔
中に喘息発作を起こす頻度は2～10％とされ2），不可逆
的脳損傷や死亡に至る可能性があることから3, 4） ，周術
期には慎重な管理を要する疾患である．今回，われわ
れは喘息発作による手術中止から 1 か月後に行った手
術で再度喘息発作を呈した 1 例を経験したので報告す
る．なお，本症例の報告にあたり患者本人，家族から
書面による同意を得ている．

【症 例】

患者は50歳の女性．身長141cm，体重58kg（BMI 
29.1kg/m2）．下顎義歯による痛みを主訴に来院した．
無歯顎であり，義歯粘膜面がオトガイ孔を圧迫してい
る状態であった．そのため下顎口腔前庭・口腔底狭小
症に対して全身麻酔下に下顎口腔前庭・口腔底拡張術，
オトガイ孔移植術が予定された．既往歴に高血圧症，
中程度の知的障害，骨髄異形成症，うつ病，貧血，胃
潰瘍，腰椎すべり症，変形性膝関節症，気管支喘息が
あった．気管支喘息の最終発作は 1 回目の手術予定日
の 2 か月前であり，ヒドロコルチゾンコハク酸エステ
ルナトリウム投与による加療を受けたとのことであっ
た．また，術前診察で30年前にジクロフェナクナトリ

ウム，ロキソプロフェンナトリウム水和物で喘息様症
状を起こしたことがあるとの申告があった．その他の
疾患については，症状は安定していた．常用薬を表 1
に示す．術前心電図に異常所見はなく，血液検査では
ヘモグロビン量が8.5g/dl と低値を認めたが，それ以
外に特記事項はなかった．術前呼吸機能検査は 1 回目，
2 回目ともに正常範囲内であった．喫煙歴は10年間（10
本 / 日）とのことであった．術前に禁煙指導を行った
が， 2 回ともに入院時に煙草臭がするなど禁煙アドヒ
アランス不良が疑われた．また，家族内に喫煙者がお
り，受動喫煙の可能性も考えられた．

【経 過】

1 回目の全身麻酔の導入はレミフェンタニル塩酸塩
0.3µg/kg/min，プロポフォール60mg で行った．入眠
後，ロクロニウム臭化物40mg を投与した．レミフェ
ンタニル塩酸塩の投与開始から 5 分後に経鼻気管挿管
を施行し，全身麻酔の維持はデスフルラン6％で維持
をした．その直後から 経皮的動脈血酸素飽和度（SpO2）
が92％まで低下し，気道内圧上昇と換気量低下，カプ
ノメータ波形の第Ⅲ相の緩やかな上昇を認めた．皮
膚症状は認めずに胸部聴診により気道狭窄音を認め
たことから，喘息発作を疑った．ただちに純酸素によ
る用手換気を行い，デスフルランの投与を中止しセ
ボフルラン8％に変更した．続いてエアロチャンバー

（AeroChamber MV、Trudell Medical International、

Key words：bronchial asthma, adherence to smoking cessation, waiting period, 
perioperative complication

表 1 　患者の持参した処方薬一覧

気管支喘息治療薬
サルメテロールキシナホ酸塩，チオトロピウム臭化物水和物，L- カルボシステイン，
デキストロメトルファン臭化水素酸塩水和物，モンテルカストナトリウム
降圧薬
オルメサルタンメドキソミル，アムロジピンベシル酸塩
抗不安薬，抗精神病薬
ミルタザピン，デュロキセチン塩酸塩，ロラゼパム，レボメプロマジンマレイン酸塩，フルニトラゼパム，
トラゾドン塩酸塩
鎮痛薬
ゾルミトリプタン，トラマドール塩酸塩アセトアミノフェン，イソプロピルアンチピリン，ケトプロフェン，
プレガバリン
その他
ベタヒスチンメチル酸塩錠，メコバラミン，葉酸，ドンペリドン，ビフィズス菌，塩酸ロペラミド，
ボノプラザンフマル酸塩，パンクレアチン，トロキシピド，クエン酸第一鉄ナトリウム，
アズレンスルホン酸ナトリウム水和物 
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Canada）を用いて人工呼吸器回路内へのサルブタモー
ル硫酸塩エアゾールの噴霧，アミノフィリン水和物
250mg，エフェドリン塩酸塩4mg を 3 回（計12mg）
の投与を行った．しかし，症状の改善がみられなかっ
たため，デキサメタゾンリン酸エステルナトリウム
3.8mg を投与し，手術中止を判断した．セボフルラ
ンを適宜漸減し2.5% となったところで，筋弛緩薬の
拮抗薬であるスガマデクスナトリウム200mg を投与
した．自発呼吸の出現とともに気道狭窄音は消失し
た． 1 回換気量も十分に得られていたことから抜管後
も換気が可能と判断し，気道刺激を避けるためにセボ
フルラン2.5％を維持し深麻酔下で抜管をした．抜管
後， 気道狭窄音や呼吸苦を認めなかったため，完全覚
醒を確認した後帰棟させた．術後，内科受診を指示
し，挿管刺激による喘息発作と診断を得た．気道過敏
性の改善を期待し， 1 か月後に全身麻酔下の再手術を
計画した． 2 回目の手術は内科指示により，デキサメ
タゾンリン酸エステルナトリウム3.8mg を手術室入室
前に術前投与した．導入はレミフェンタニル塩酸塩
0.3µg/kg/min，プロポフォール90mg で行った．入眠
後，セボフルラン5％，ロクロニウム臭化物50mg を
投与し，レミフェンタニル塩酸塩の投与開始から 5 分
後に経鼻気管挿管を施行した．維持はセボフルラン
2％，レミフェンタニル塩酸塩0.1µg/kg/min で行った．
手術開始から140分後，閉創時に気道内圧上昇と換気
量の低下を認めたため，純酸素による用手換気を行い，
エアロチャンバーを用いて人工呼吸器回路内へのサル
ブタモール硫酸塩エアゾールの噴霧とアミノフィリン
水和物250mg 投与を行った．呼気終末二酸化炭素分
圧が82mmHg まで上昇したが，SpO2は99％を維持し
ていたため，手術の継続が可能であると判断し処置を
継続した．処置終了後，気道狭窄音はなく 1 回換気量
も十分に得られていたことから，完全覚醒下に抜管を
した．抜管後，気道狭窄音や呼吸苦を認めなかったた
め帰棟を許可した．手術時間は 2 時間58分，麻酔時間
は 4 時間15分であった．術後の経過は良好であり，第
17病日に軽快退院となった．

【考 察】

1 回目の全身麻酔では気管挿管完了後に喘息発作を
認めたことから，その原因としては麻酔導入から気管
挿管までに投与したデスフルランもしくは挿管刺激が
疑われた．本症例はうつ病の既往があり，複数の抗不
安薬を服用していることから術後不穏状態となるリ
スクが高いと判断した．これに対し，早期の飲水や認
知機能の回復により離床までの期間を短くすることで
術後不穏状態となることを予防できると考え，デスフ

ルランを選択した．デスフルランの気管支喘息患者へ
の使用に関しては未だにはっきりとした見解はない
が5），セボフルランおよびデスフルランともに1MAC

（minimum alveolar concentration：最小肺胞濃度）で
は気管支収縮作用はなく，逆に1MAC 以内ではセボ
フルランよりもデスフルランの方が気管支拡張作用は
強いとされている6）．一方で，デスフルランは気道刺
激性を有し，2MAC を超えた使用や喫煙患者への使
用で気道抵抗が上昇するとされている6-8）．気管支喘
息患者に対するデスフルランの使用は，気管支拡張作
用もあるとされることから禁忌とはいえず，添付文書
にも記載はない9）．しかし，気管支喘息の既往のある
患者に使用するときには，術前コントロール状態のよ
い患者であることを前提に肥満患者や高齢者の長時
間手術など早期の離床を促す必要がある症例に限定
し，リスクとベネフィットを考慮したうえで慎重に使
用されるべきであると考える．また，挿管刺激に対し
ては，デスフルラン1MAC で挿管するときには十分
な鎮痛を得ることが必要となるため10），本症例ではレ
ミフェンタニル塩酸塩を使用した．今回われわれは挿
管時の条件を再現するため，薬物動態シミュレーショ
ンソフト AnestAssistTM PK/PD（Palma Healthcare 
Systems LLC）を用いてレミフェンタニル塩酸塩持
続静注時の検討を行った．レミフェンタニル塩酸塩
0.3µg/kg/min で投与を開始し， 5 分後に気管挿管を
行ったときの予測血漿濃度（Cp）は4.5ng/ml，予測
効果部位濃度（Ce）は3.7ng/ml であった．レミフェ
ンタニル塩酸塩による挿管刺激を抑制するための効果
部位濃度は4.6～6ng/ml であるとされる11）．循環器疾
患を有する患者では循環抑制を軽減させるため減量投
与も考慮する必要があるが12），本症例では減量投与に
よって挿管刺激の除去が不十分になった可能性があ
る．挿管刺激を確実に除去するためには持続投与開始
から挿管までに十分な投与時間を設ける，あるいは単
回投与を併用し，効果部位濃度を高めたうえで気管挿
管を行うべきであったと考える．

本症例では， 1 回目の喘息発作による全身麻酔の中
止から 1 か月待機をして臨んだ 2 回目の全身麻酔で喘
息発作が発症した．術前 1 か月以内に発作があった喘
息患者が術中に発作を起こす確率は4.5% とされてい
る13）．一方で，最終発作から 1 か月以降経過すると術
中に発作を起こす確率は0.8% とされることから13），発
作から 1 か月程度は手術を延期すべきであるとする報
告が多い2, 14）．気道過敏性の改善をはかるためには緊
急手術でない限り 1 か月よりもさらに長く，安全性に
考慮した待機期間の設定を考慮する必要があった．患
者には中程度の知的障害があり，この待機期間中も
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禁煙指導を行ったが，指導が行き届かなかった可能性
が高い．また，同居家族の喫煙による受動喫煙の可能
性も考えられた．喫煙は気道炎症を悪化させ遷延させ
ることから，経口ステロイド薬や吸入ステロイド薬
に対する抵抗性を示すことが知られている15）．本症例
も吸入ステロイド薬の処方がされていたが， 1 回目の
全身麻酔の 2 か月前に喘息発作を生じている．このよ
うな患者の全身麻酔中に生じる喘息発作も治療抵抗性
である可能性が高いと考えられ，術中に発症した喘息
発作により手術中止に至る可能性があることを再認識
した．知的障害のある患者に対する禁煙指導は困難で
あるが，禁煙アドヒアランス不良が疑われた時点でよ
り慎重に全身麻酔の決定を行い，延期も考慮すべきで
あった．また，家族に対しても周術期のリスクについ
て十分に説明し，受動喫煙を防止するなどの全面的な
支援を行う必要があったと考える．

今回，われわれは喘息発作による手術中止から 1 か
月後に行った再手術において再度喘息発作を呈した 1
例を経験した．気道過敏性の改善のため 1 か月の待機
期間を設けたが，緊急性の低い本症例では待機期間を
延長すべきであった．また，禁煙アドヒアランス不良
が疑われる症例では，より慎重に全身麻酔施行の決定
をより慎重に行うべきと考えられた．
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